
○浄水
ジョウスイ

技術
ギジュツ

の変遷
ヘンセン

の歴史
レキシ

について

①緩速
カンソク

ろ過
カ

法
ホウ

（第
ダイ

１世代
セダイ

）

　1829年
ネン

にイギリスで開発
カイハツ

されたろ過
カ

方法
ホウホウ

であり、1887年
ネン

に日本
ニホン

の横浜市
ヨコハマシ

で最初
サイショ

に取
ト

り入
イ

れられました。

　一般的
イッパンテキ

に1～2ｍの深
フカ

さで、断面
ダンメン

は長方形
チョウホウケイ

または円形
エンケイ

であり、主
シュ

として地表
チヒョウ

水
　スイ

の処理
ショリ

に用
モチ

いられる。

※南富良野町
ミナミフラノチョウ

では北
キタ

落合
オチアイ

浄水場
ジョウスイジョウ

がこの処理
ショリ

方法
ホウホウ

を取
ト

っています。（水
ミズ

が比較的
ヒカクテキ

きれいなため消毒
ショウドク

のみで済
ス

む）

②急速
キュウソク

ろ過
カ

法
ホウ

（第
ダイ

２世代
セダイ

）

　急速
キュウソク

ろ過
カ

は1896年
ネン

にアメリカで使
ツカ

われ始
ハジ

め、日本
ニホン

では、1912年
ネン

に京都市
キョウトシ

で最初
サイショ

に取
ト

り入
イ

れられました。

※南富良野町
ミナミフラノチョウ

では幾寅
イクトラ

浄水場
ジョウスイジョウ

、森林
シンリン

公園
コウエン

浄水場
ジョウスイジョウ

、金山
カナヤマ

・下金山
シモカナヤマ

統合
トウゴウ

浄水場
ジョウスイジョウ

がこの処理
ショリ

方法
ホウホウ

を取
ト

っています。（水
ミズ

の

濁度
ダクド

が上
ア

がりやすいため、消毒
ショウドク

と凝集
ギョウシュウ

剤
     ザイ

（PAC）という薬品
ヤクヒン

を使用
シヨウ

している。）

　

③膜
マク

ろ過
カ

法
ホウ

 （第
ダイ

３世代
セダイ

）

　1955年
ネン

にアメリカで浄水場
ジョウスイジョウ

で使用
　シヨウ

するための膜
マク

ろ過
カ

装置
ソウチ

を開発
カイハツ

し、日本
ニホン

では1996年
ネン

に山梨県
ヤマナシケン

で最初
サイショ

に取
ト

り入
イ

れられました。

※南富良野町
ミナミフラノチョウ

では落合
オチアイ

浄水場
ジョウスイジョウ

がこの処理
ショリ

方法
ホウホウ

を取
ト

っています。

※下記
カキ

に詳
クワ

しい装置
ソウチ

の説明
セツメイ

を記載
キサイ

しております。

○各ろ過装置について

　緩速
カンソク

ろ過
カ

は微生物
ビセイブツ

の形成
ケイセイ

によって、水
ミズ

を浄化
ジョウカ

する方法
ホウホウ

で 　広
ヒロ

い設置
セッチ

面積
メンセキ

が必要
ヒツヨウ

とされるが、

す。微生物
ビセイブツ

が層
ソウ

を作
ツク

り、水
ミズ

がその層
ソウ

を通過
ツウカ

したりすると 薬品
ヤクヒン

処理
ショリ

などの付属
フゾク

設備
セツビ

は不必要
フヒツヨウ

異物
イブツ

は粘性
ネンセイ

のある膜
マク

に捕捉
ホソク

され、溶解
ヨウカイ

している有機物
ユウキブツ

となり、小規模
ショウキボ

な浄水
ジョウスイ

施設
　シセツ

で有利
ユウリ

。

は吸着
キュウチャク

し、細菌
サイキン

、菌類
キンルイ

、原生
ゲンセイ

動物
ドウブツ

の代謝
タイシャ

に使
ツカ

われる。 　水質
スイシツ

浄化
ジョウカ

のために生物
セイブツ

の浄化
ジョウカ

能
ノウ

　良
ヨ

く管理
カンリ

された緩速
カンソク

ろ過
カ

によって生成
セイセイ

された水
ミズ

は 力
リョク

を使
ツカ

う。

特
トク

に水質
スイシツ

が良
ヨ

く、細菌
サイキン

の90～99％が除去
ジョキョ

される。 　水圧
スイアツ

をかけない。

　化学
カガク

薬品
ヤクヒン

や電気
デンキ

を必要
ヒツヨウ

としない装置
ソウチ

。

　急速
キュウソク

ろ過
カ

は比較的
ヒカクテキ

粗
アラ

めの砂
スナ

や砂利
ジャリ

を使
ツカ

って水中
スイチュウ

の不
フ

　急速
キュウソク

ろ過
カ

は、自治体
ジチタイ

の水
ミズ

処理
ショリ

システムの

純
ジュン

物
ブツ

をろ過
カ

する方法
ホウホウ

であり、ポリ塩化
エンカ

アルミニウムな 一部として典型的
テンケイテキ

に使
ツカ

われ、複雑で高価な

どの凝集
ギョウシュウ

剤
　　ザイ

によって細
コマ

かい粒子
リュウシ

を凝集
ギョウシュウ

させ、フロック システムである。

を形成
ケイセイ

させることで不純物
フジュンブツ

がろ過
カ

しやすくなる。

　水
ミズ

とフロックはろ過
カ

材
ザイ

の中
ナカ

を重力
ジュウリョク

によってあるいは

ポンプの力
チカラ

で通
トオ

る際
サイ

に、フロックが砂
スナ

の粒子
リュウシ

も間
アイダ

に

捕捉
ホソク

されることでろ過
カ

される。

　膜
マク

処理
ショリ

とは、有機
ユウキ

もしくは無機
ムキ

の多孔質
タコウシツ

のフィルター 　原理的
ゲンリテキ

な特徴
トクチョウ

として他
ホカ

の固液
コエキ

分離
ブンリ

に原水
ゲンスイ

を通
トオ

すことで、主
シュ

としてふるい分
ワ

けを原理
ゲンリ

とした システムが確立
カクリツ

的
テキ

処理
ショリ

なのに対
タイ

して

懸濁
ケンダク

質
シツ

の除去
ジョキョ

を行
オコナ

う処理
ショリ

です。 絶対
ゼッタイ

処理
ショリ

であることが上
ア

げられます。

　電気
デンキ

を通
トオ

して水
ミズ

に含
フク

まれるゴミを収束
シュウソク

し、水
ミズ

をとても 　設計
セッケイ

上
ジョウ

の特徴
トクチョウ

としては、一般
イッパン

に省
ショウ

きれいなものにすることができます。 スペース、省
ショウ

工期
　コウキ

です。維持
イジ

管理
カンリ

上
ジョウ

は、日常
ニチジョウ

運転
　ウンテン

が自動化
ジドウカ

しやすいうえ

に技術的
ギジュツテキ

な調整
チョウセイ

が不要
フヨウ

で、薬品
ヤクヒン

も原
ゲン

則
ソク

的
テキ

には不要
フヨウ

です。技術的
ギジュツテキ

な失敗
シッパイ

が

あっても処理
ショリ

水質
スイシツ

に悪影響
アクエイキョウ

を与
アタ

える

ことは稀
マレ

な装置
ソウチ

です。

　高
コウ

濁度
ダクド

水
スイ

にも対応
タイオウ

する為
タメ

、災害
サイガイ

に対応
タイオウ

する

ろ過方法として近年注目されています。

③膜
マク

ろ過
カ

法
ホウ

設備
セツビ

写真
シャシン

①緩速
カンソク

ろ過
カ

法
ホウ

浄
ジョウ

 水
スイ

 技
ギ

 術
ジュツ

 の 変
ヘン

 遷
セン

 と 処
ショ

 理
リ

 方
カタ

 法
ホウ

 の 変
ヘン

 化
カ

 に つ い て

②急速
キュウソク

ろ過
カ

法
ホウ

処理法
ショリホウ

仕組
シク

み 特徴
トクチョウ


